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> 

>   ＜東部療育センター  メールマガジン  ２０１２年７月号＞ 

> 

>   障害児（者）の方への情報提供を行い、生活支援を目指します。 

> 

>                        発行  東京都立東部療育センター                            

>                         http://www.tobu-ryoiku.jp 
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>  7月になり、初夏の太陽のまぶしい今日この頃ですが、いかがお過ごしでしょうか？ 

> 今回は心理検査についての情報提供をします。 
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> 『心理検査』『発達検査』『知能検査』ってどんなもの？ 

  

 > －東部療育センターではどう使っているか－ 

> 『心理検査』や『発達検査』や『知能検査』という言葉を耳にすることがあるかと思い

ますが、それらの区別がつきにくかったり、具体的にどんなものなのかぴんと来ないとい

う話しを聞いたことがあります。今回は、この話題を取り上げたいと思います。 

> 

> 【はじめに】 

> 『心理検査』という言葉をよく耳にすると思われますが、臨床心理学という専門領域で      

は、『心理検査』を『発達検査』『知能検査』『人格検査』などに分けています。 

>【発達検査とは】 

> 『発達検査』の主要な対象と目的は、「乳幼児・各種の発達障害や知能障害の早期発見と

なっています。精神発達・知的活動・社会適応の問題(障害)を早期に発見することで、有効

な発達支援や特殊教育支援を行いやすくなるからとされています。 

>『発達検査』には大きく分けて２つのタイプのものがあります。 

> 「実際に子育てをしている母親(養育者)への心理学的・医学的なインタビュー」 

> 乳幼児発達スケール・遠城寺式乳幼児分析的発達検査法・ポーテージ式乳幼児発達検査 

「子どもの行動・発語・関わり合いについての行動観察」 

> これらの仲間は、統計的に標準化されたものとそうでないものに分けられます。 

>  統計的に標準化されたもの 

> 新版 K式発達検査、ITPA（言語学習能力診断検査）、K-ABCテストなど（心理的教育的

テストバッテリー）があります。 

> また、発達検査の中には「ビネー式知能検査」や「ウェクスラー式知能検査」も含まれ

ること があり、精神発達・社会適応・コミュニケーション能力と知的能力を完全に切り離
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して考えるこ とはできないと考えられています。 

> 

> 【知能検査とは】 

> 人間の知能を科学的・客観的に測定する為に考案されたものであり、結果は標準化の手

続きをへて作成された基準に基づいて表示されます。 

> 検査の種類としては、ビネー式知能検査から始まり、ウェクスラー式検査に発展してい

ます。また、現在では、立方体検査や人物画検査などといったものにも広がりを見せてい

ます。新しい神経心理学の知見に基づいた DN-CAS やフロスティック?U など多様な展開

を見せています。 

> 

> 【東部療育センターではどのように使っているか？】 

> 1)発達障害の子どもさんに対して 

> 上に述べた『発達検査』や『知能検査』を使っています。   

> 2)重症心身障害児（者）の方々に対して 

> 表出系運動機能の障害が重篤でかつ、知能・認知的能力に大きな未熟さを抱えています

当センターの重症心身障害児（者）の各種能力の発達を見るためには、これまでにとりあ

げた『発達検査』や『知能検査』では、十分に評価することができません。 

> そこで、当センターでは「太田のステージ評価」を改良したものを使っています。これ

は人間の発達の最も早期に出現する快・不快のイメージの発達に焦点をあてた表象機能を

評価した『発達検査』です。 

> 人間の年齢で言うと 0歳～1歳～2歳までの段階を、 

> 「快・不快を表現できる段階」 

> 「快・不快を適切な手段で伝えられる段階」 

> 「自分の興味を持った（快の）ものを言語で伝えられる段階」等に分けています。 

> この評価は、通常の発達検査や知能検査で使われる言語や手を使った行動以外のポイン

ト（視線・ 表情・発声など）で評価できるので、便利です。 

>また、「乳幼児と障害児の感覚運動発達アセスメント（MEPA－?U）」も評価の参考として

使っています。これは「姿勢」「移動」「操作」「コミュニケーション」の各領域で、特に乳

幼児期に焦点をあてて細分化された項目が設けられています。 

>しかし、標準化された一定の心理学理論で体系つけられた検査をあてはめることがなかな

か難しいのが現状です。そのために、利用者の方々が見せる一つひとつの行動から、視覚・

聴覚・味覚・嗅覚・触覚・運動感覚などの五感や認知・思考・情緒などの高度な心理学的

な機能を、地道に読み取る作業が欠かせません。 

> 

> ＜参考文献＞ 

>   心理学辞典（平凡社） 



>   自閉症治療の到達点（日本文化科学社） 

>   乳幼児と障害児の感覚運動発達アセスメントマニュアル（コレール社）  
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>   

>  今回のメールマガジンいかがでしたか？利用者の方の反応を客観的に評価するだけで

なく、日常生活での支援に活かすために心理検査は使われています。 

>   

> ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇  

> 

> 個人情報保護方針：http://www.tobu-ryoiku.jp/privacypolicy.html 

> 問い合わせ先：http://www.tobu-ryoiku.jp/inquiry.html 

>        〒１３６－００７５ 東京都江東区新砂３－３－２５ 

> 

> 配信ご不要の方は、下記 URLにアクセスして下さい。 

>   http://www.tobu-ryoiku.jp/info/mailmagazine.html 

> 

> 
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